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2022対県給与確定交渉始まる 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

《
こ
れ
ま
で
の
経
過
》 

■
県
人
事
委
員
会
勧
告
（
10
月
13
日
） 

 
 
 

  

■
賃
金
お
よ
び
労
働
条
件
に
関
す
る
申
し
入
れ
実
施

（
10
月
31
日
） 

 

■
今
期
給
与
改
定
に
向
け
て
の
周
辺
状
況
説
明 

（
11
月
８
日
） 

 

裏面紹介  

◆  2022年度日教組平和集会 

◆ 専門部交渉日程   他 

■
第
１
回
対
県
給
与
確
定
交
渉
（
11
月
16
日
） 

 
11
月
16
日
17
時
30
分
よ
り
、
ひ
ょ
う
ご
女
性
交

流
館
５
０
１
号
室
に
て
、
県
教
委
と
第
１
回
給
与
確
定

交
渉
を
行
い
ま
し
た
。
兵
高
教
か
ら
は
、
西
村
執
行
委

員
長
を
は
じ
め
執
行
部
が
交
渉
に
臨
み
、
県
教
委
か
ら

は
、
稲
次
教
育
次
長
以
下
、
各
課
の
課
長
ら
が
出
席
し

ま
し
た
。 

県
教
委
か
ら
は
、
11
月
８
日
の
説
明
会
以
降
の
国
の

状
況
に
つ
い
て
の
説
明
（
国
家
公
務
員
の
給
与
改
正
法
案

の
成
立
）
の
の
ち
、
現
時
点
で
の
考
え
方
と
し
て
、
①
給

料
表
に
つ
い
て
、
人
事
委
員
会
か
ら
の
勧
告
ど
お
り
給
料

表
を
改
定
（
平
均
０
．
３
％
増
額
）、
一
時
金
に
つ
い
て
、

勤
勉
手
当
の
支
給
割
合
の
０
．
１
月
分
引
き
上
げ
（
再
任

用
職
員
は
０
．
０
５
月
引
き
上
げ
）、
③
勤
勉
手
当
の
成
績

率
に
つ
い
て
、
国
に
準
じ
た
取
扱
い
へ
の
見
直
し
（
従
来

の
査
定
原
資
０
．
０
３
月
分→

２
０
２
３
年
12
月
期
よ
り

０
．
０
４
月
分
、
再
任
用
職
員
は
０
．
０
１
５
月→

０
．
０

２
月
）、
④
教
育
事
務
職
に
お
け
る
初
任
給
の
決
定
方
法

の
改
善
、
⑤
「
出
生
サ
ポ
ー
ト
休
暇
」
の
拡
充
、
⑥
育
休

任
期
付
職
員
へ
の
昇
給
制
度
の
改
正
、
⑥
定
年
前
再
任
用

短
時
間
勤
務
制
に
つ
い
て
、
等
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

兵
高
教
か
ら
は
、
厳
し
い
勤
務
労
働
環
境
の
下
で
働
く

現
場
の
教
職
員
の
実
態
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
従
来

の
労
使
慣
行
を
尊
重
・
信
頼
関
係
を
大
切
に
し
、
今
次
給

与
確
定
交
渉
へ
対
応
す
る
こ
と
を
も
と
め
た
上
で
、「
月

例
給
・
一
時
金
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
、
人
事
委
員
会

の
報
告
・
勧
告
を
ふ
ま
え
た
内
容
で
あ
る
と
理
解
し
て
い

る
が
、
現
在
の
物
価
急
上
昇
の
中
で
の
職
員
の
生
活
の
厳

11
月
16
日
、
兵
高
教
は
ひ
ょ
う
ご
女
性
交
流
館
に
お
い
て
県
教
委
と
の
第
１
回
給
与
確
定
交
渉
に
臨
み
ま
し
た
。
前
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
知
事
部
局
は
昨
年
以
上

に
交
渉
期
間
の
圧
縮
を
図
り
、
よ
う
や
く
本
格
的
に
交
渉
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
度
県
人
事
委
員
会
は
、
３
年
ぶ
り
に
月
例
給
・
一
時
金
と
も
に
引
き
上
げ
を
勧
告
し
て
い
ま

す
が
、
す
べ
て
の
職
員
の
月
例
給
引
き
上
げ
と
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
２
０
２
２
年
対
県
確
定
闘
争
勝
利
に
む
け
、
兵
教
組
と
の
共
闘
体
制
を
強
化
し
、
山
場
に
向
け

て
職
場
の
実
情
や
意
見
に
も
と
づ
き
、
組
合
員
の
力
を
結
集
し
て
と
り
く
ん
で
い
き
ま
す
。 

し
さ
を
考
え
る
と
、
す
べ
て
の
職
員
の
賃
金
改
善
と
な
っ

て
い
る
と
は
い
え
ず
、満
足
で
き
る
も
の
で
は
な
い
」「
会

計
年
度
任
用
職
員
の
一
時
金
に
つ
い
て
は
制
度
が
始
ま

っ
て
以
来
２
年
連
続
で
引
き
下
げ
ら
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。

期
末
手
当
の
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
て
い
る
自
治
体
も
あ

り
、
再
検
討
を
求
め
る
」「
勤
勉
手
当
の
成
績
率
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
兵
庫
県
は
『
評
価
・
育
成
シ

ス
テ
ム
』
と
し
て
運
用
し
て
お
り
、『
育
成
』
の
た
め
の

制
度
で
あ
る
は
ず
。
ま
た
、
勤
務
実
績
を
処
遇
に
反
映
さ

せ
る
た
め
に
は
、
納
得
性
と
説
明
責
任
が
求
め
ら
れ
る

が
、
現
状
の
多
岐
に
わ
た
る
教
員
の
業
務
全
般
に
お
い

て
、
客
観
的
で
妥
当
な
評
価
が
可
能
で
あ
る
と
は
考
え
に

く
い
。
定
年
引
き
上
げ
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
や
、
こ
れ
ま

で
の
経
緯
、
学
校
現
場
に
お
け
る
『
風
通
し
の
よ
い
協
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【県教委が成案を得られたものとして提示した主な内容】 

１  2022年の給与改定について 

◆給料表について、平均 0.3％増額改定（若年層のみ） 

（実施時期は 2022年 4月 1日） 

会計年度任用職員の報酬については、給料表の改定に準じ増額改定 

（実施時期は 2023年 4月 1日） 
 
  ◆期末・勤勉手当について、年間 0.1月分引き上げ 

現行 4.30月分→4.40月分    

再任用職員について、0.05月分引き上げ 

（実施時期は 2022年 6月期・12月期） 
 
◆勤勉手当の成績率について 

国の取扱いを基本として現行制度の見直しを行う 

（実施時期は国より 1年遅らせ、2023年 12月から査定原資分拡大） 
 

２ 休暇制度について 

「出生サポート休暇」について、付与日数拡充・休暇取得手続きの 

簡素化                      （実施時期は 2023年１月 1日） 
 
３ 育休任期付職員への昇給制度の改正について 

  教育委員会事務局等と同様の運用に改める 

（定期昇給制度の適用対象） （実施時期は 2023年１月 1日） 
 
４ 定年前再任用短時間勤務制について 

  少数職種も含む全ての職種に対して、短時間勤務の制度を導入  
※暫定再任用職員として任用される職員についても適用対象 

（実施時期は実際に定年前再任用短時間勤務の職員が任用される

2024年 4月 1日） 

他 

力
・
協
働
の
職
場
づ
く
り
』
の
趣
旨
を
十
分
に
ふ
ま
え
た
対

応
を
求
め
る
」「
定
年
年
齢
引
き
上
げ
に
関
し
て
、
定
年
前
再

任
用
短
時
間
勤
務
制
導
入
以
外
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が

想
定
さ
れ
る
。
運
用
に
あ
た
っ
て
丁
寧
な
協
議
を
行
う
こ
と

と
、
思
い
切
っ
た
業
務
削
減
を
行
い
、
す
べ
て
の
年
代
の
教

職
員
が
健
康
で
い
き
い
き
と
働
け
る
職
場
環
境
の
改
善
を
進

め
て
ほ
し
い
」「
管
理
職
手
当
の
独
自
カ
ッ
ト
に
つ
い
て
も
速

や
か
に
解
消
を
」
等
を
訴
え
ま
し
た
。 

こ
れ
に
対
し
県
教
委
側
は
、
兵
高
教
の
要
求
に
対
す
る
現

時
点
で
の
見
解
を
述
べ
た
上
で
、「
み
な
さ
ま
方
か
ら
多
岐
に

わ
た
る
強
い
要
請
を
受
け
た
。
厳
し
い
制
約
の
中
で
の
検
討

と
な
る
が
、
関
係
部
局
と
引
き
続
き
協
議
す
る
た
め
、
今
し

ば
ら
く
お
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
」
と
回
答
が
あ
り
、
第
１

回
交
渉
を
終
え
ま
し
た
。 
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10
月
22
日
（
土
）、
日
本
教
育
会
館
（
東
京
・
神
保

町
）
に
お
い
て
２
０
２
２
年
度
日
教
組
平
和
集
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

全
体
会
で
は
、
記
念
講
演
と
し
て
山
川
剛
さ
ん
（
長

崎
県
原
爆
被
爆
教
職
員
の
会
）
か
ら
の
「
被
爆
体
験
講

話
」、
日
教
組
国
際
部
よ
り
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
現
状
」、

長
崎
県
選
出
の
高
校
生
平
和
大
使
に
よ
る
「
平
和
大
使

活
動
報
告
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

山
川
さ
ん
か
ら
は
、「
戦
争
は
、
加
害
・
被
害
と
い
う

二
面
性
を
持
つ
。
被
爆
者
と
し
て
の
話
は
ど
う
し
て
も

被
害
の
面
が
強
調
さ
れ
る
が
、
ど
う
し
て
『
８
月
９
日
』

と
い
う
日
を
迎
え
た
の
か
、
考
え
て
ほ
し
い
。
そ
う
す

る
と
加
害
の
側
面
が
見
え
て
く
る
」「
私
が
子
ど
も
の
頃

の
世
の
中
を
一
言
で
い
え
ば
、『
戦
争
の
世
』、
軍
が
政

治
を
牛
耳
っ
て
い
る
世
の
中
。
様
々
な
こ
と
が
規
制
さ

れ
て
息
苦
し
い
社
会
、
思
っ
た
こ
と
を
口
に
出
せ
な
い
、

監
視
社
会
」「
学
校
で
竹
槍
訓
練
な
ど
『
人
の
殺
し
方
』

を
教
え
込
ま
れ
る
。
戦
争
は
学
校
を
変
え
た
。
戦
争
に

備
え
る
教
育
し
か
し
な
く
な
る
」「
戦
争
ほ
ど
人
の
命
を

粗
末
に
す
る
も
の
は
な
い
」「
私
の
願
い
は
核
兵
器
が
こ

の
世
の
中
か
ら
な
く
な
り
、
二
度
と
ヒ
バ
ク
シ
ャ
を
出

さ
な
い
こ
と
」
な
ど
と
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

国
際
部
か
ら
は
、
現
在
教
育
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

（
Ｅ
Ｉ
）
で
は
ロ
シ
ア
に
よ
る
侵
略
に
対
し
即
時
停
戦

を
求
め
つ
つ
、
平
和
と
平
和
教
育
の
重
要
性
を
訴
え
て

い
る
こ
と
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
教
職

員
組
合
が
10
月
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
入
り
、
情
報
収
集
し
発

信
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
、
現
地
か
ら
の
報
告

に
も
と
づ
き
「
多
く
の
教
育
施
設
が
破
壊
さ
れ
、
子
ど

も
た
ち
が
死
傷
、
ロ
シ
ア
に
連
れ
去
ら
れ
た
子
ど
も
た

ち
も
多
い
。
教
育
環
境
は
壊
滅
的
で
あ
る
が
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
国
内
外
避
難
者
に
教
育
を
提
供
し
て
い
る
」「
未

だ
約
７
３
０
万
人
が
国
外
に
避
難
、
多
く
は
女
性
と
子

ど
も
た
ち
（
男
性
は
動
員
さ
れ
て
い
る
）」「
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
Ｅ
Ｉ
加
盟
組
織
・
Ｔ
Ｕ
Ｅ
Ｓ
Ｗ
Ｕ
は
避
難
所
運
営

や
オ
ン
ラ
イ
ン
教
材
づ
く
り
、
Ｅ
Ｉ
カ
ン
パ
を
原
資
に

臨時・非常勤教職員等のみなさま 
アンケートにご協力ください！ 

臨時・非常勤教職員のみなさまは、今日の学校教育を支える大変重

要な役割を担われていますが、雇用の不安定さや正規教職員との処

遇の不均衡等が未だに残っています。 

 処遇改善に向けて、これまで組合が自治体と交渉・協議を重ね「不

適切な空白期間の是正」や「適切な給与決定」等の制度の整備を進

めてきました。 

 現場の声を届けるため、アンケートへのご協力をよろしくお願いいた

します。 
 
集計結果は今後の文科省・総務省、また、各県教育委員会等との

交渉・協議に活用します。 

 

期間：１１月7日（月）～１２月１８日（日） 

 

※個人名や学校名を問う設問はありません。 

所要時間は５分程度です。 

  

 臨時講師・臨時校務員の方         会計年度任用職員の方 

        （常勤）                       （非常勤など） 

兵高教は、子どもたちの学びと教職員の生活に関わる情報を、迅速かつ正確にお届けします。 

２
０
２
２
年
度 

日
教
組
平
和
集
会 

死
傷
し
た
子
ど
も
た
ち
や
教
職
員
へ
の
保
障
な
ど
に
と

り
く
ん
で
い
る
」「
周
辺
諸
国
へ
の
避
難
民
は
到
着
し
た

翌
日
か
ら
学
校
へ
通
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
原
則
と

し
て
い
る
が
、
避
難
民
の
受
け
入
れ
国
の
多
く
は
中
所

得
国
、
財
政
的
に
余
裕
が
な
く
Ｅ
Ｉ
の
カ
ン
パ
は
周
辺

諸
国
の
支
援
に
も
活
用
さ
れ
て
い
る
」
等
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
等
マ
ス
コ
ミ
で
は
あ
ま
り
報
道
さ

れ
な
い
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
暮
ら
す
人
々
や
教
職
員
の
話
を

知
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
今
年
は
長
崎
か
ら
高
校
生
平
和
大
使
が
２
人

参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
高
校
生
平
和
大
使
と
し
て
の

活
動
報
告
だ
け
で
な
く
、
平
和
に
対
す
る
思
い
な
ど
を

自
ら
の
言
葉
で
力
強
く
語
る
姿
に
、
多
く
の
参
加
者
が

「
微
力
だ
け
ど
無
力
で
は
な
い
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
持
つ
意
味
を
受
け
止
め
ま
し
た
。 

そ
の
後
の
４
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
、
基
地
問
題
、

核
兵
器
廃
絶
、
戦
後
補
償
、
平
和
教
育
等
に
つ
い
て
リ

ポ
ー
ト
報
告
が
あ
り
、
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

兵
高
教
か
ら
は
「
基
地
問
題
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
第

１
分
科
会
に
お
い
て
、
６
月
の
青
年
部
学
習
会
と
学
習

会
で
の
討
議
を
ふ
ま
え
た
平
和
教
育
の
実
践
を
報
告

し
、
新
し
い
か
た
ち
の
平
和
教
育
へ
の
と
り
く
み
に
つ

い
て
議
論
を
深
め
ま
し
た
。 

 
 
 

 日時 場所 

女性部 
12/1(木) 

16：00～16:45 ひ
ょ
う
ご
共
済
会
館 

リ
ン
ド
ウ 

障害児学校部 
12/１２(月) 

16：00～16:45 

青年部 
12/１５(木) 

17:１５～1８:00 

定通部 
12/１９(月) 

16:００～16:４５ 
 
※ 現業職員部は 11 月 18 日(金)に実施済 
 
あなたの思いや提言・職場の実態を、直接県教育委員会の担当者に

伝えることができる貴重な機会です。兵高教組合員の方はどなたでも

出席し発言することができます。積極的にご参加ください。交渉参加

は職務専念義務免除（専免）の対象となりますので、参加される場合

はそれぞれの交渉日前日正午までに書記局までご連絡ください。 

書記局集合時間は、交渉開始30分前です。 

２０２２年度専門部交渉日程 

他
の
分
科
会
で
も
、
福

島
の
現
状
報
告
や
、
ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
を
授
業
と
し
て
扱
っ
た

報
告
も
あ
り
、
参
加
者
か

ら
は
「
福
島
を
忘
れ
な
い

た
め
に
も
現
状
が
わ
か
り

よ
か
っ
た
」「
ウ
ク
ラ
イ
ナ

に
つ
い
て
ど
う
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
た
ら
よ
い
か
悩

ん
で
い
た
が
、
ヒ
ン
ト
が

見
つ
か
っ
た
」「
平
和
の
運

動
に
対
す
る
意
欲
が
わ
い

て
き
た
だ
け
で
な
く
、
平

和
教
育
を
今
後
さ
ら
に
す

す
め
て
い
こ
う
と
思
っ

た
」
等
様
々
な
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。 

２０２２年度第２回全県分会代表者会議 
 
と き：１２月３日（土）１３：３０～１６：３０    

   ところ：神戸市教育会館４０３号室 


